2002年度埋蔵文化財関係統計資料 by 独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所埋蔵文化財センター
2002年度埋蔵文化財関係統計資料
都道府県別埋蔵文化財発掴届等件数
全国8.705件(2002年度)
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2002年度本発揮調査の事業種別費用
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埋蔵文化財担当専門醸員数の推移
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平成15年度埋蔵文化財専門職員の体制
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平成 16年 度埋麗文化財控栴技術者 研修 得覧
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遺跡の鎗御調 槻属文化財の 遺物斜遺学構的のな 埋厳文化財の占代交通澄跡遺跡の後備に市代II!様遺跡見やすく鋭み 各根遺跡の保 古代銅減官i問 自然Wlt(.Jl匹組厳文化財の赤外線やλ線追跡出土の動
査を進めるた 写真刷影等に保存 写真搬影専にの調11研究において、部聞の調先研究にやすい報告占存整備・活用遺跡出土土器訟による1:代 調査研究へのなどの電磁渡物遺存体僻究
めに必要な雄 幽して必要な調宜法および閲して必要な聞して必要な紀学の成果を閉して必躍なの作り方と同に必要識なと技時術門の凋世研究l二糊定に|則する G1Sの応用にを朋いた遺物に聞して必要
礎的知l織と技 J.I;礎術的知I~置と保 (H)国修理専門的知蹟と専門的畑E置と則いて原過境去をの #門的知高と 鮎JE術誌面的知 閲して必要な 基礎的知白血の 開サる』高健的の縦横内容S な専門的Ii!1厳
内 'n 術の僻修 住 の研修 i二|闘する』正碍技術の研修 技術の研修 自然 推技術の研修 県の基礎に聞に問する研修専門的知嵐と研修 知置の研修 構造調査の基と同定技術の
知識と技術の Jj!を復常原ぷす研る); する研修 伎術の研修 礎的知援およ哲得をねらう
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